




















































ねてきた。「DNA の損傷を抑えるか修復することが出来れば、人は 400 歳まで生き
られるかもしれない。そうなったら、400 歳まで生きたいか？」
　これまでの社会では長寿は富と健康の証であり、現代の日本はその頂点に立って
いる。不老不死をめぐる話はこれまでにも世界中に存在しているが、それは夢物語
と考えられてきた。400 歳まで生きることは不老不死ではないが、いまの我々の想
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像を超えている点で、不老不死と同じ意味を持つ。
　20 世紀は科学技術の世紀であり、人間の外的環境を大きく変化させた。21 世紀
も同じように科学技術の世紀であると考えられているが、21 世紀の科学技術は、
人間の外的環境ではなく人間そのものを変化させる可能性があると言われている。
人間の人工的な進化であり、寿命 400 歳の話はその一例である。
　友人宅の裏庭でこの質問が出された時、その場にいた人は「400 歳まで生きたい」
とは誰も言わなかった。質問した本人もそうだった。この問題がその後どう発展し
ているかは専門家に訊かないと分からないが、これは生物学の発展が生み出した新
しい問題であり、従来の教養教育の範囲から逸脱しているように見える。21 世紀
の教養教育は、この様な問題にも答えられるものである必要があるのだろう。
5．本学の教養教育
　本学は高専からの編入学生が全体の 80％を占めており、開学以来「実践的・創
造的・指導的技術者の育成」を教育目標としてきた。高専からの編入学生は、高専
で早くから専門教育を受けており、その分普通高校生に比べて教養教育に割く時間
が少ない。それを補うために、本学では学部 3 年から大学院にかけて教養教育を実
施している。大雑把な言い方をすれば、普通高校から大学へ入学する学生は初めに
教養教育を受け、その後専門教育に進むのに対して、高専から本学へ編入学する学
生は、専門教育を開始した後に教養教育を受けることになる。
　教養教育は知識や思想の広さを与えるものであり、それは時には、学生がそれま
で常識と思っていた考え方の変更を要求する。今風に言えば個人のパラダイムシフ
トである。しかし、ひとたび専門教育を受けた学生がその後の教養教育を通して知
識の枠組みを広げることは、専門教育を受ける以前の学生に比べて難しいと言われ
ている。そして多くの先生方は、そのことを経験的に知っている。ご退職の先生方
はこの点で奮闘され、本学の教養教育に多大な貢献をされてきた。
　6 人の先生が退職され、また、中堅の田村真奈美先生と若手の山本綾先生が他大
学へ転出され、総合教育院は新しい時代を迎えることになる。そこでは 21 世紀の
新しい教養教育を作っていく必要があるだろう。残される我々が力不足だと思われ
たら、どうぞこれからもお力をお貸し頂きたい。
若返り（最終校加筆）
　この原稿の最終校の数日前に、理化学研究所の小保方晴子博士が、新しい万能細
胞である STAP 細胞の作製に成功した。その記者発表の席で、小保方博士は「もし
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かしたら、夢の若返りも目指せるかもしれない」と言っていた。「400 年生きたい」
とは言わなかったカリフォルニア工科大学の研究者達は、今度は、「若返りたい」と
言うだろうか？少なくとも私は、少し若返りたいと思っている。
